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魅惑の鉱物球収集
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　３年半ほど前から、鉱物球の収集という妙な趣味

を始めました。今では数も増え、自宅の展示棚１段

分をほぼ埋め尽くすほどになっていますが、まだ気

になるものがいくつもあり、どうやったらより陳列

スペースを効果的に使えるか、圧縮収納を検討する

日々を送っています。

　事の始まりは、まだビルを丸ごと使っていた頃

の東急ハンズ札幌店で売られていた1,000円の蛍石

（fluorite）球でした。淡い緑色で内部に多くのクラ

ック（ひび割れ）が見える、直径４cmの小さな水

晶玉のような球体。無垢な美しさに惚れ込んでつい

購入してしまったそれは、今思えば「ありふれてて

安価」「透明度が高く美しい」「色違いがある」「ブ

ラックライトで蛍光を発する」という、初心者殺し

としての性質が揃った刺客のようなシロモノでし

た。

　最初の鉱物球を手にし、お気に入りとして飾り始

めてから数ヵ月後、それまではまず見向きもしなか

ったいわゆる「パワーストーン」のお店で、購入し

た蛍石とよく似た鉱物球がゴロゴロと山積みで売ら

れているのを発見します。しかも今度は蛍石だけ

でなく、水晶（quartz）、紫水晶（amethyst）、オ

レンジ方解石（orange calcite）、虎眼石（tiger's 

eye）といった、それぞれに違った魅力がある鉱物

球です。売り場に書かれた「集中力アップ」などの「効

能」は見なかったことにしつつ目ぼしいものを購入

すると、今度はもっと面白いものがあるのではと思

い始めてきます。生来のコレクターなので、こうな

るともうブレーキは効きません。

　そこからはインターネットがフル稼働です。同じ

ように「パワーストーン」として売っている国内の

業者に始まり、種類を指定すると向こうで選んで送

ってくるインドの業者や、採掘地で買い付け・加工

して売っている世界各地の業者を調べ、自分でも呆

れるほどにいろいろと集めました。真っ黒な炭素

塊であるシュンガ石（shungite）、緑色で有機的な

模様が入った孔雀石（malachite）、水晶に別の鉱

物が混ざった庭園水晶（garden quartz）、宝飾的

には低品質だけど不純物が逆に味わい深いラピスラ

ズリ（lapis lazuli）、竜の卵のような模様の亀甲石

（septarian）などなど。最近はガラス細工のように

多様な紋様を作る瑪瑙（agate）がお気に入りで、

美しかったり不気味だったり卑猥だったりする瑪瑙

球を眺めては悦に入っていたりします。

　正直何の役にも立たない鉱物球ですが、とても自

然の造形とは思えないような模様があったり、逆に

自然でないとありえない微妙な造形があったりで、

眺めていて飽きが来ませんし、構造を調べると同じ

元素を含む違う鉱物が混ざりあってたりしていて無

機化学の復習になったりもするので、ちょっと興味

があるという方は、とりあえず「初心者殺し」の蛍

石でもおひとついかがでしょうか？

詰め込むにいいだけ詰め込んだ現在の陳列棚

①最初の蛍石②山模様が見事な紫水晶③鮮やかな緑色の孔雀石④ひび割れが独特の表情

を生む亀甲石⑤棒状の電気石（tourmaline）が封入された水晶⑥半透明の中に斑点が浮い

た瑪瑙⑦複雑な縞模様の入った赤縞瑪瑙（sardonyx）⑧金属にしか見えない純ケイ素


